




























下入23調:合 hJp78B、爽 kap78B、雑 that78B、乏 fat78BIJ、












南豊域i詩話の 4韻)宅は、 上述の通り下入の禽茎閉鎖音韻j宅本 -tに13来する。》
郊外の太和話と白合話には 4韻尾が出現しなし、3)ので、 -1韻j毛は恐らく訴え!羽
詰一帯特有のものであろう。
南豊話の -1韻尾は、 韓国誌のように反り舌でしかもはっきりとした[1 ] 







声母と組み合わさった時・はかなり鮮明なーi韻Fさが現れるO 一方、前母音 [i]._， 
[aJの場合は J韻尾の出現が後母音ほど多くなく、特に母音[c:Jに続く場




78、骨 ku178、忽 huJ78のわずか 3文字しか報告していなし、。南豊話に関する







湖北省通域〈越等1948):達 dhal、末 mol、律 lil
湖南省平江長寿桂橋(蓋1987);抹 mal、哲tJl、撮 ts:>l
( 2 J 
江西省都IWl!(李/張1992):逮 la1、!土¥d2i81、
都呂玉i潜(楊1971):熱 181、iヨbl、骨 kU81、物 v81
修水(通城1991):八割:司al、割長U-01、一筆-il 
永修(顔1988):金 h01、骨 ku1、杭 u1
南1~!5)(楊1971) :忽 fU81、'~' kU81、物 u81
余干〈楊1971):出 th81




尾に変わりやすいこと、江西省都高土塘話(際1983&1991)では [otut at uat 
ok iok uokJの韻尾が4韻尾に変わっていること、上高話 (Sagart1989.p. 186) 
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[pit]の場合、最初の閉鎖音が現れた後 i母音が長く発せられている O 一方
図4の [pil]の場合、 初めの防鎖音 [p]に強いインテンシティ(矢印〉が現
























[ 5 ) 
3. 上入の調値
上入の調億は空調であるが、 戸母が無気音〈特に歯茎閉鎖音声母〉の場合しば
























HIJ字 後字 上入 45弱 下入 23諒
陰平 13 13 : 45 13: 2 '-""23 
陽平2A 45 34: 45 35: 2 ~23 
2B 34 34: 45 35: 2 ~23 
上声 22 12: 45 12 : 23---3 
陰去 323 22: 45 22 : 23'"'"-' 3 
陽去 212 22 : 45 22 : 23'"-' 3 
[ 6 J 
2) 上入・下入:釘芦
前字¥後字|肝(陽平AI陽平BJ上戸 l陰去 | 揚去 (上入| 下入
上入 笠I~: 1司31恥i





一つは、声調交替時の 4韻尾をもっ下入の調値である O 下入が、 1)と2)に
みられるように、末位音節、非末位音節に位置する時は調値が2調、或いは3
認になるo -1韻尾が非末位音節に震かれた場合、調{直の違いだけでなく、 -t韻
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7) 例えば、 ill呂片Jthuη22調 phir竺互調、「態度Jthai 22調 thu2調、 「飯応Jfan 
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